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第７回 草津市総合計画策定委員会 
   

開催日時  令和２年５月２８日（木） １５時から１５時３０分まで  

開催場所  全員協議会室 

出 席 者  市長、副市長、教育長、総合政策部総括副部長（総合政策部長代理）、総合政策部理事（公

社担当）兼危機管理監、総合政策部理事(草津市未来研究所・経営戦略担当)、総務部長（兼

法令遵守監）、まちづくり協働部長、環境経済部長、健康福祉部長、子ども未来部長、都市計

画部長、技監、建設部長、上下水道部長、教育部長、教育部理事（学校教育担当）、議会事

務局長 

欠 席 者   なし 

議事概要  下記のとおり 

 

 

１．案件 

（１） 第６次草津市総合計画基本構想（案）について【審議案件】 

【事務局より資料に基づき説明】 

・ｐ16-17 に新型コロナウイルスの状況を踏まえた内容を「安全・安心なまちづくりに向けて」に追記している。 

・ｐ24-25 の将来ビジョンの副題を、「ひと・まち・ときをつなぐ」に修正した。 

・ｐ24-25 中央のイラストについて、多文化共生などを意識して多様なイラストを追加した。 

・ｐ24-25 右側の草津の地図の色やイラストを修正した。 

・ｐ24-25 の文章のうち、赤字部分を追記した。 

・ｐ26の修正箇所について、特別委員会で湖岸レクリエーション軸に歴史・文化を追加できないかとの意見があ

ったが、そちらは主に湖岸緑地など範囲が狭いこともあり、湖岸・農業・再生ゾーンの方に追記した。 

・ｐ29 はＳＤＧｓに関して、文言やレイアウトを修正した。 

・ｐ30 は、「人権」については、互いを尊重するという共生社会の考え方を追記し、「生涯学習・スポーツ」につい

ては、人生１００年時代や地域協働合校といった記載を整理し追記した。 

・ｐ32 は、「健康」に新型コロナウイルスを含めた感染症についての記載を追記した。 

・【参考資料４】のとおり、スケジュールを変更した。 

 

【質疑、意見など】 

 特に無し 

 

（２） リーディング・プロジェクト（案）について 【審議案件】 

【事務局より資料に基づき説明】 

・市民意識調査では「住みやすさ」や「今後も住み続けたい」といった評価が上昇しており、４人に３人の市民か

ら高評価を得ていることから、第５次草津市総合計画の取組に一定の成果があったと考えている。 

・第６次草津市総合計画の期間中に、人口減少局面を迎えると予測されることから、課題に生産年齢人口比率

の低下や高齢化率の上昇、また、大規模災害やパンデミックについて記載した。 

・リーディング・プロジェクトの方向性は、人口減少局面等で生じる様々な課題への対応や市民の意見をまちづ

くりに反映させること、また将来ビジョンである「絆をつむぐ ふるさと 健幸創造都市 草津」の実現に向けて、
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特にまちづくりを先導・牽引するような分野横断的な施策展開を図るものと記載した。 

・プロジェクト１は「子どもが輝くまちづくりの推進」としてネウボラなどの子育て支援や学校教育の充実、地域の

愛着につながる視点を盛り込んだものである。プロジェクト２は「誰もが健やかでいきいきと暮らせるまちづくり

の推進」として高齢者や障害者、生活困窮者も含めた多様な主体が連携し、健やかに暮らせる社会を目指す

地域共生社会の視点を盛り込んだものである。プロジェクト３は「安全・安心なまちづくりの推進」として災害やコ

ロナも踏まえた感染症対策、防犯・交通安全の視点を盛り込んだものである。プロジェクト４は「持続可能なまち

づくりの推進」として、第５次草津市総合計画第３期基本計画のまちなかを活かした魅力向上と、地域再生計画

や公共交通網形成計画、産業振興の視点を盛り込んだものである。 

 

【質疑、意見など】 

○感染症について「世界的大流行」と「パンデミック」が混在しているので統一した方がいいのではないか。 

→統一する。 

〇プロジェクト２について、「多様な主体」という部分は、まちづくり協議会や基礎的コミュニティといった具体的

なイメージがあるが、多文化共生についても具体的な表現があった方がいいのではないか。 

→記載内容について検討する。 

〇「高齢者や障害者、生活困窮者などを地域の多様な主体で支える」という表現は、高齢者等もこれからは支

えられるだけではなく、お互いに支え合うという側面もあるので「支え合う」などに記載を変更してはどうか。 

→修正する。 

〇将来ビジョンの「ひと」「まち」「とき」をそれぞれ黄・緑・青とカラーリングが意識されているように見えるが、こ

れで決定か。 

→「ひと」「まち」「とき」についてはそれぞれ統一して、現段階で見やすいように配色している。最終的に製本の

段階で再度検討する。 

〇多様化・複雑化する課題への対応は、紺色の楕円で表記されているが、これは楕円の大きさがウェイトの大

きさと比例しているのか。「人口減少 少子高齢化」が特に大きいが、それならば上の文章部分も人口減少・

少子高齢化についてもリンクした記載内容にすべきではないか。 

→人口減少・少子高齢化が第６次草津市総合計画の中で最も大きい課題であると認識していることから、一番

大きな楕円で表現している。文章については修正を検討する。 

 

 

以上 

 


